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目的 若年女性 の食生活の乱 れやダイエット志向が、健康障害を引き起こすとして問題

視されているが、若年女性の体格と栄養摂取状況、健康状態の実態に関する報告はあま

りない。そこで、女子大学生の体格 と食生活について実態を調査した。

方法 女子大学生157 名に２日 間の食事調査 と健康状態に関する調査を留置法にて行い、

有効回答が得られた110 人を対象 とした。調査 票提出時に面接して内容を確認回収し、

栄養摂取量をWELLNESS/Win を用いて算出した。 ＢＭＩ≦19.  8をやせ群、19.  8＜BM

I  ＜24.2 を正常群、BM 工≧24. 2をやや肥満群として比較検討した。

結果 対象のうちやせ群が58. 2% 、正常群が37. 3% 、やや肥満群が4. 5% であった。

全対象平均栄養摂取量充足率て過剰であったのは、脂質117 ±33% であり、不足してい

たのはエ ネルギー87 ±20% 、糖質75 ±17 ％、カルシウム87 ±35% 、鉄71 ±20 ％であっ
た。ダイエット経験のある者はやや肥満群で60% 、正常群61% であり、やせ群では

42.2 ％であった。調査時にダイエット中の者は、やや肥満群で20 ％、正常群で19.  5%

を占め、 やせ群でも12. 5% いた。 体調が「不良」あるいは「やや不良」と訴えた者はや

せ群とや や肥満群が正常群に比して多い傾向にあった。具体的 な不定愁訴としては、「疲

労感」を挙げた者が最 も多かった。やせ群では疲労感を有する群は疲労感のない群に比

べて鉄充足率が低い傾向にあった。

女子大学生では不適切な栄養摂取状 態により栄養障害を呈している者がいる可能性が

示唆された。早期の栄養評価と栄養教育の必要性が認められた。
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〈目的〉食べることを特に考えなければ食べられないということが必要でなくなった社会にあって、

青少年の食生活･栄養摂取面の課題を検討することを目的に､女子大生の食事･生活時間調査を実

施し､栄養摂取の現状と変動要因を明らかにする。

〈方法〉対象は､Ｍ 教育大学の自宅通学女子学生31 名。食事調査は陰膳･実測法で連続する３日間で

行い､生活時間調査も同時に実施した｡健康状況は､身体計測･血液性状により調査した。

〈結果と考察〉（1）食事･栄養摂取状況は､①欠食者の出現率が､朝･昼･夕食各々で12.9､11.8､5.4%であ

る｡②夕食を 外゙食 どする者が13.9% を占める｡③栄養素別の充足率（平均値士標準偏差）は､ｴﾈﾙ ｷﾞ

-:75.7±17.5%、蛋白質:81.8±23.3%、Ca:73.9±27.4％、Fe:52.9±15.7%、V.A:89.8士47.2%､V.Bi:78.4±

23.2%､V.Ba:78.1±20.1%､v.c:107.6±51.9%である。鉄摂取量は充足率が52.9% と最も低く、ｶﾙｼｳﾑ,ｴﾈﾙ

ｷﾞｰXﾀﾐﾝ Ｂ も70 ％代と不足している。④個人別の栄養摂取状況では欠食の影響が大で､欠食回数の

増加は各栄養素の充足率を低下させる｡⑤各食事の構成（献立）は､自宅での食事は主食と主菜の構

成が多いが、自宅外では麺類などの単品が多い。（２）健康状況は､①血液検査成績のうち､赤血球数･

ﾍﾓ ｸﾞﾛ|ﾋﾞ:ﾝ遺産|･ﾍﾏﾄ|ｸﾘﾂﾞﾄ値からみた貧血者の出現率は､16.1%となる。②肥満指数のBMI は20.8士2.2、

ｲﾝﾋﾟｰ ﾀﾞﾝｽ法による体脂肪率は､22.2±4.8%で､肥満者の出現率は各々19,3、25.8%となる。（３）生活

時間調査では､①個人別のｴﾈﾙ ｷﾞｰ消費量は1990 ±343kcalである。ｴﾈﾙｷﾞ一摂取量の1446 ±325kcalと比

較して多い。②生活時間は､家事時間は １時間に満たず、かつ個人差が大きい｡ｱﾙ ﾊﾞｲﾄの時間は休日

の平均値が146 分で､平日より65 分増加する。
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